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　第1章で紹介したマルチコプタ型ドローンの飛
行実験を行います．飛行中の電気的な特性の測定
や，分解して内部構造の観察を行い，ドローンに
使われているエレクトロニクス技術について考察
します．	 〈編集部〉

● ドローンを支える三つの技術
　長い間，電池によるモータ駆動の飛行機が空を飛ぶ
のは無理とされてきました．「ラジコン飛行機はエン
ジン」というのが定説でした．
　この定説を覆して，電池駆動の無人飛行機「ドロー
ン」が可能になった理由には次のようなものがあります．

（1）	軽量でパワフルなDCブラシレス・モータ
（2）	軽量，大容量で大電流放電可能なリチウム・
ポリマ蓄電池

（3）軽量で丈夫な新素材（FRP，カーボン樹脂）

　実際にドローンの飛行実験を行い，この三つの技術
がどのように使われているかを検証します．具体的に
は，次に示す二つのマルチコプタ型ドローンを素材に
使用し，飛行中のモータ特性やリチウム・ポリマ蓄電
池の充放電特性を測定してみます．

プロペラ

本体は軽くて十
分な剛性を持つ
プラスチック製

プロペラ・ガード

制御基板，
電池，受信
機，6軸セ
ンサ，モー
タ駆動回路
などが中に
入っている

重さ154.9g

写真1　エントリ用ドローン
画像撮影ができる！ 格安8,000円ドローンH8C（JJRC）

写真2　マニア用ドローン
本格部品全部入り！ ドローン用キットARRIS X−SPEED FPV250 ミニ
レーサー（Tianyu Hi−Tech，本体25,000円）

（b）飛行実験のようす

6045プロペラ
×4

前側（カメラ装着）

バンドで固定

重さ：555.1gモータ駆動回路（ESC）

5.3GHz画像送
信用アンテナ

リチウム・ポ
リマ蓄電池

（a）機体構成
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注目の2大ドローン・キット
「H8C」と「ARRIS X−SPEED 
FPV250 ミニレーサー」

ピンとキリ！ 8,000円ビギナ向けと 
運動性能バツグンの10万円マニア向け 大解剖！
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特集　飛行実験ずみ！最新モータ＆電池




